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Ⅱ 大宮郷と町の景観  








































































































－ 2 －   
が忍藩領となったのは魔文3年（1663）であった  










に，六斎苗と3町は対応閲係にあったい また，各  
町の車が測り粘られた範囲は，6【Ⅰ町や2＝」町な  
ど，それぞれのlいlの名を起した町名とLて定着  










奥行の屋敷地割を有しているr一 このことは，終町  
ごとに成立事情・時期が輿なる叶能性があること  






向として指摘できる、＞ ニれらの事ノ粟にも，町の形  
成と展開に関わる何らかの要因が存在するものと  
思われる。  
Ⅱ 大宮町の形成と発展  
1）妙見社と下町   
大宮町の存在とその構成員が知れる毅古の史料  
写真1 虚空蔵尊  
（平成7年6月撮影）  
ホしている。この水田は中田・下川によって構成  













「 天王横‾J‾，東横丁といった名称がつけられて  
いるものもあったl、元禄期にはこうした横丁に  






もあった13－ 。、しかし，上町の中央より南にいく  
につれて，町並みと段丘虔は接しなくなるととも  
に，段丘窪も明確ではなくなっていく。   
第3図をみると，町並みのほぼ中央部の束側に  
忍藩の陣屋が存在していたことがわかる。大宮郷  
～ 3 －   
∈書町屋  一 迫路  
圏除畑・社舗   ……‥ 水路  
m山  ・農家  
冒溜池  ▲；；て教施設  
1宗福寺  13 十一番坂氷観汀   
2 龍石寺  141・五番観汀蔵袖寺   
3 見東院  15 常葉寺   
4 十八番観音  16 諏訪  
5 愛宕  17 爪龍キ  
6 薬師堂  18 慈眼寺   
7 十七番親好林烏19 十三番組汀  
8 虚空蔵  20 惣＝寺   
9 井師堂  211一六番観打阻光寺   
10 阿弥陀登  22 万福寺   
11稲荷  23 天神   
12 商学院  24 天神  
25 兼帥堂  
26 丹性明神  
27 地蔵院  
28 山の神  
29 灘訪  
30 稲荷  
31野坂キ  
???????????????????????????
ー 4 冊  
十  
第1図 元禄期における大宮郷の景観  
（松本家文番「元禄絵図」より作成）  
ー 5 00   








































































下町に集中していた。   
妙見十騎のうち，関根・新井・高野・高橋・雨  
宮・根岸・川田・市川の各家，さらに横田・近藤  






地もしくは下町に集中していたことがわかる21】。   
由緒番は，「夫当地宮地之元根」という書き出  
しではじまっており，宮地の由来と妙見杜との関  





には組織されていたことをホしている。   
惣円寺の記録によると，宝永2年（1705）に「宿  





















2）町屋の移転と中町   
この地域における戦国期の町は，妙見仕の門前  
町的な様相を呈していたと考えられる下町のみで  
あったのであろうか。ir新編武蔵風十記観月 の横  
瀬村の項には興味深い記我がある それは，横瀬  
村の字「寺坂」に横瀬六郎プ．三桁門の局数跡があり，  






／ ノ、  










一，秩父大柳町御陣屋衷はけの下村浦光庵代書二御   
軽候，先年ハ町之久右衛門地庵二御座候所，当廿五   
年以前亥ノ大宮御絶入之節，先与兵衛様・常田吉右   
衛門様御相談こ面寺中御指置二被遊被下候，寺ノの   






























久保家がこう した権益をもっていたことが，今市  
から大宮郷の町屋の移転において久保家が主導的  




























宮坊と称したとされている。   
近代において，今宮神社の氏子は中町であり，  


















端があらわれている。   
久保家において執り行われてきた年中行事を記  
































元来この地には，四百年余の昔未だ松本家が秩父   
に移り住む以前，静野某という豪家がいて酒を追っ   
ていた。しかし，故あって静野家は欠所となり，そ   
の跡を松本家の祖先が継承した。そこに祀られてい   
る葉仁安様は，静野氏が洒を造る良水を求めて井戸   
を掘ったところ，滑々と流れ出る真清水を得，この   
霊水の恵みを神に謝して祀ったのが始まりである40）。   
この伝承に登場する静野氏は，惣円寺の由緒に  




















































犀敷九畝廿九歩  宿太郎  御指置  

















写真4 原家の五輪塔（惣「1j寺）  





















■島野図藩助  久右牒げ■j   
七右衛門   
縫殿助   
右罵水   
阻郎左衛門  
第4図 近世初期における高野家の展開  
r「高野家系図」より作成）  
－1l－・－l   
は，上町の陣屋前にあった。これより，高野七右  
衛門の上町への分家は，陣屋の建設，上町の成立  








































－，御陣屋裏二枚父三十四ケ所之内拾三番め観音堂   
一ケ所御座候，此堂も先年ハ久右衛門地面之内二御   
立被成候へ共，其堂廻り先年より寺之無常場二仕，   
諸旦那殊こ満光庵へ参候往来之仏■之基つき来り申   
候，其上秩父観音初り滴光庵寺初り申以来満光庵住   
寺掃除破損致堂別当二相極り罷有候所を，此度久右   
衛門子惣兵衛・七右衛門と申者，先月廿七日右之食   






た様子が窺える。   
また，寛永21年（1644）に江戸の大曽根久左衛門  
が番場の水田を輯人し，そこに屋敷を建てて秩父  




















































































付 記  
本稿を作成するにあたり，秩父市の多くの方々にご   
協力をいただきました。とくに，広見寺・惣円寺・   
慈眼寺・野坂寺のご住職には，様々なご教示をいた   
だきました（－ また，資料収集の際には，秩父市立図   
書館の方々に大変お世話になりました。さらに，筑   
波大学人文学類の岡澤恒久，筑波大学大学院歴史・   
人頬学研究科の秋吉信博の両氏には，実地調査およ   
び資料整理などにご協力いただきました。ここに記   
して深く感謝申しとげます亡 
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